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宗教で示される「信」は、一般的に私たち

の持つ信仰心と考えることができます。しか

し、ここではその「信」が「如来の生命」と
せいめい

示されています。私の「信」が「阿弥陀如来

の生命」であるとは、どういうことなのでしょ

うか。

この言葉は、浄土真宗を開かれた親鸞聖人

が示された「他力の信心」を明らかにしたも

のです。「他力」とは、「阿弥陀如来の本願

にもとづく救いの力」という意味で、「本願」

とは、阿弥陀如来の慈悲の願いです。

浄土真宗の信心とは、「阿弥陀如来の側に

私を信じさせるだけの力がある」ことによっ

て、私が「信じずにはいられない」ようになっ

た心です。阿弥陀如来のはたらきのおかげで

生じた信ですので、これを「他力の信心」と

いいます。そこには、決して捨てられること

がないという、あたたかな安心が伴っていま

す。

軒先の下にある石が雨水によって長い期間

をかけて穿たれていくように、阿弥陀如来が
うが

私たちを救おうとされる活動は、ついに私た

ちの心に到達してくださいます。私たちの立

場からいえば、阿弥陀如来のお心を真剣にお

聴聞することを通して、阿弥陀如来に対する
ちょうもん

頑なな疑いの殻が破られていくのです。それ
かたく から

は、たとえば学校の先生や親の真心が、つい

に子どもの心に届く姿に似ているといえるで

しょう。信心とは、阿弥陀如来のはたらきが、

そのまま私たちの心に届いたすがたであり、

阿弥陀如来が私たちの心を場として躍動して

いるすがただといえます。それを「信は如来

の生命なり」と表現されているのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 今が見ごろのお花畑 （５月２１日撮影 九重花高原）

五
月
九
日
か
ら
二
泊
三
日
で
高

千
穂
組
の
、
五
月
十
六
日
か
ら
一

泊
二
日
で
宮
崎
教
区
組
長
会
の
、

ご
本
山
で
お
つ
と
ま
り
に
な
り
ま

し
た
慶
讃
法
要
団
体
参
拝
の
ご
縁

で
し
た
▼
高
千
穂
組
の
団
体
参
拝

は
親
鸞
聖
人
の
足
跡
を
た
ど
り
、

新
潟
県
の
ご
旧
跡
を
回
り
ま
し
た
。

親
鸞
聖
人
の
七
不
思
議
「
片
葉
の

葦
」
を
見
た
り
、
国
府
別
院
の
素

晴
ら
し
い
お
内
陣
で
お
つ
と
め
の

ご
縁
を
い
た
だ
い
た
り
▼
旧
跡
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
赤

倉
ホ
テ
ル
懇
親
会
で
の
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
か
く
し
芸
（
？
）
に
は

驚
き
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
一
面
を

お
持
ち
だ
っ
た
の
か
と
感
嘆
し
き

り
。
皆
さ
ん
に
も
同
席
し
て
い
た

だ
き
た
か
っ
た
で
す
▼
組
長
会
の

団
体
参
拝
は
来
年
三
月
末
で
お
別

れ
す
る
皆
さ
ん
と
の
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
有
意
義

で
し
た
。
慶
讃
法
要
の
こ
と
に
は

触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、

「
新
し
い
領
解
文
」
唱
和
の
こ
と

が
あ
り
、
心
躍
る
よ
う
な
感
激
を

持
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

▼
こ
の
次
の
ご
本
山
で
の
大
法
要

は
二
十
五
年
後
と
の
こ
と
。
わ
た

し
は
そ
の
時
は
齢
九
十
代
、
も
う

ご
縁
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
思

う
と
慶
讃
法
要
、
ま
す
ま
す
、
心

躍
る
ご
縁
で
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

残
念
！

（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ６月

１９日 （終日）
２８日～２９日（終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

６月７日現在アクセス数 143,371人

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

四

日

渡
邊
綱
義
様

二
十
五
回
忌

古
小
路
ひ
さ
様

五
十
回
忌

古
小
路
タ
ツ
エ
様

三
回
忌

田
中
ヒ
デ
様

十
七
回
忌

六

日

森
岡
多
一
様

七
回
忌

森
岡
喜
代
様

七
回
忌

西
村
セ
ツ
子
様

満
中
陰
、
納
骨

七

日

川
崎
サ
エ
様

十
七
回
忌

甲
斐
寛
志
様

三
十
三
回
忌

八

日

靍
田
友
則
様

二
・
七
日
忌

九

日

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要

高
千
穂
組
団
体
参
拝

（
十
一
日
ま
で
）

十
二
日

青
井
加
江
様

七
回
忌

下
地
真
美
様

十
七
回
忌

十
三
日

渡
邊
凡
子
様

還
骨
・
納
骨

十
四
日

木
村
農
利
男
様

十
三
回
忌

岡
村
イ
ツ
子
様

三
回
忌

十
五
日

靍
田
友
則
様

三
・
七
日
忌

十
六
日

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要

宮
崎
教
区
組
長
会
団
体
参
拝

（
十
七
日
ま
で
）

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

後
藤
ヌ
イ
子
様

満
中
陰

十
九
日

興
梠
恒
文
様

臨
終
勤
行

二
十
日

興
梠
恒
文
様

通
夜

二
十
一
日

吉
村
元
明
家

墓
地
改
葬

長
澤
マ
ツ
エ
様

三
十
三
回
忌

森
田
雪
子
様

三
回
忌

森
田
廣
美
様

三
十
三
回
忌

興
梠
恒
文
様

葬
儀
、
火
葬

興
梠
恒
文
様

還
骨

興
梠
恒
文
様

初
・
七
日
忌

二
十
二
日

靍
田
友
則
様

四
・
七
日
忌

興
梠
恒
文
様

礼
参
り

二
十
四
日

白
瀧
正
昭
様

三
回
忌

二
十
五
日

藤
本
行
義
様

十
七
回
忌

二
十
七
日

綾

カ
ズ
子
様

満
中
陰

二
十
八
日

由
良
田
信
久
様

臨
終
勤
行

西
田
今
朝
一
様

二
・
七
日
忌

橋
本
政
子
様

一
周
忌

橋
本

実
様

一
周
忌

橋
本
達
郎
様

十
七
回
忌

二
十
九
日

靍
田
友
則
様

五
・
七
日
忌

由
良
田
信
久
様

通
夜

三
十
日

由
良
田
信
久
様

葬
儀
、
火
葬

由
良
田
信
久
様

還
骨

由
良
田
信
久
様

初
・
七
日
忌

三
十
一
日

由
良
田
信
久
様

礼
参
り

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡の５月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・ ３．５℃（ ９日）

最 高 気 温・２９．５℃（１７日）

夏 日 日 数・ １０日/３１日

真夏日日数・ ０日/３１日

月間総雨量・174.5mm(降雨日数・11日)

一日最大雨量・５４．０mm（３１日）


